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〈主催〉認知症サミット鳥取実行委員会
〈共催〉鳥取大学医学部保健学科生体制御

学講座環境保健学分野、鳥取短期
大学、鳥取看護大学（2015年４月
開学予定）、医療法人真誠会、Ｎ
ＰＯ法人がいなネット、「新老人
の会」鳥取支部、エーザイ

〈後援〉新日本海新聞社など

市民フォーラム「第５回認知症サミット鳥取ｉｎくら〝し〟よし」が2014年 月 日、倉吉市の鳥取短期大

学シグナスホールで開かれた。「いつまでも自分らしく地域で暮らすために」をテーマに講演やシンポジウム

を行い、地域包括ケアシステムの構築に向けて課題を探った。約350人が参加した。要旨を紹介する。

市民フォーラム

認知症サミット鳥取

〈座長〉山田修平氏
鳥取短期大学学長

浦上克哉氏
鳥取大学医学部保健学科
生体制御学講座教授
日本認知症予防学会理事長

竹川俊夫氏
鳥取県地域包括ケア研究会
調査チーム代表
鳥取大学地域学部地域政策学科准教授

近田敬子氏
鳥取看護大学学長予定者

小田　貢氏
医療法人真誠会理事長

ＮＰＯ法人がいなネット理事長

「
鳥
取
看
護
大
学
の
目
指
す
も
の
」

近
田 

敬
子
氏

「
鳥
取
県
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
現
状
と
課
題
」

竹
川 

俊
夫
氏

【
テ
ー
マ
】
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

日常的関わり基盤に 山田氏 /顔の見える関係重要 浦上氏

連携どうつくるか鍵 竹川氏 /「まちの保健室」有効 近田氏 /地元の支援が不可欠 小田氏

第
５
回

シンポジウム　これからの地域包括ケア

地
域
包
括
ケ
ア
を
中
心
に

あ い さ つ
認知症サミット鳥取中部地区会長

山田　修平

浦上　克哉氏

基調講演

広
が
る
認
知
症
へ
の
進
展
予
防

人間としての尊厳を保ち、住み慣れた地

域、自宅で「生」を全うすることは多くの

人の願いです。家族のみの介護には限界が

あります。地域、自宅で生活したとしても、

病院や施設と同等あるいはそれ以上の医

療、ケアサービスが提供されたなら、事情

は大きく変わってきます。そこで登場した

のが地域包括ケアです。これからの鳥取県

の姿を考えてみたいと思います。

２
０
１
５
年
４
月
に
開
学

す
る
鳥
取
看
護
大
学
で
は
、

①
専
門
的
な
基
礎
知
識
と
技

能
を
持
ち
、
豊
か
な
人
間
性

で
患
者
に
寄
り
添
う
人
材
②

地
域
医
療
、
在
宅
医
療
を
支

え
る
人
材
③
地
域
で
働
く
こ

と
に
喜
び
と
誇
り
を
持
つ
人

材
―
を
養
成
し
て
い
き
ま

す
。基

礎
分
野
、
専
門
支
持
分

野
な
ど
七
つ
の
分
野
を
段
階

的
に
学
習
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
「
地
域
包
括
支
援
分
野
」

は
、
地
域
看
護
を
重
視
し
た

特
色
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
将
来
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
視
野
に

入
れ
た
も
の
で
す
。

「
高
齢
・
多
死
社
会
」
を

控
え
、
医
療
界
は
大
き
な
変

革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

年
６
月
に
成
立
し
た
「
地
域

医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進

法
」
に
よ
り
、
病
院
完
結
型

か
ら
地
域
完
結
型
へ
と
医
療

の
流
れ
が
鮮
明
に
な
り
ま
し

た
。看

護
界
も
在
宅
医
療
を
充

実
さ
せ

と
き
ど
き
入
院

ほ
ぼ
在
宅

の
方
向
で
進
ん
で

い
ま
す

長
期
療
養
の
生
活

者
を
支
え
る
訪
問
看
護
な
ど

の
機
能
強
化
の
取
り
組
み
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
動
き
の
一
つ

が
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や

時
間
対
応
の
機
能
強
化
型

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

新
設
で
、
人
材
の
確
保
と
育

成
が
急
務
で
す
。
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
て
は
、
病
院
と
介
護
施
設

の
「
看
・
看
連
携
」
が
よ
り

重
要
で
、
用
語
の
統
一
も
必

要
と
い
え
ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
本

学
で
は
、
１
年
次
か
ら
地
域

に
関
心
を
向
け
る
実
習
、
４

年
次
に
は
「
連
携
・
協
働
実

習
」
「
地
域
密
着
型
看
護
実

習
」
と
学
習
を
積
ん
で
い
き

ま
す
。

地
域
の
身
近
な
相
談
の
場

と
な
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も

考
え
て
お
り
、
地
域
を
見
据

え
た
看
護
師
の
養
成
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
、
厚
生
労
働
省
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
こ
う
周
知
し
て
い

ま
す
。

「
団
塊
の
世
代
が

歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
を
目

途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い

・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
実
現
し
て
い
き

ま
す
」
｜
。

２
０
０
０
年
に
ス
タ
ー
ト

し
た
介
護
保
険
法
は
、

年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
導
入
し
、
あ
ら
た
め
て

居
宅
介
護
を
基
本
に
介
護
予

防
機
能
を
強
化
し
た
の
で
す

し
か
し
実
際
に
は
、
要
介

護
の
高
齢
者
や
認
知
症
の
方

は
増
え
て
い
く
。
入
所
施
設

へ
の
依
存
も
解
消
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
が

年
度
か
ら

年
か
け
て
つ
く

ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

す
。こ

れ
か
ら
日
本
は
多
死
社

会
を
迎
え
ま
す
が
、
国
は
病

院
や
介
護
施
設
の
ベ
ッ
ド
数

を
増
や
し
ま
せ
ん
。
多
死
社

会
を
超
え
た
ら
急
速
に
高
齢

者
人
口
は
減
少
す
る
か
ら
で

す
。問

題
は
、
団
塊
の
世
代
の

人
た
ち
が
後
期
高
齢
者
に
な

る

年
で
す
。
在
宅
ケ
ア
も

困
難
な
看
取
り
難
民
が
４
人

に
１
人
以
上
の
割
合
で
増
大

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
実
現
に
は
、
利
用
者
と
家

族
、
介
護
者
を
見
守
る
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
保
健
医

療
福
祉
の
専
門
職
の
ト
ー
タ

ル
な
支
援
体
制
が
不
可
欠
で

す
。県

内
で
行
っ
た
専
門
職
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
▽

医
療
と
他
の
専
門
職
と
の
連

携
▽
地
域
の
支
え
合
い
活
動

と
の
連
携
―
な
ど
の
課
題
も

見
え
ま
し
た
。

地
域
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
細
か
に

拾
い
上
げ
る
、
住
民
主
体
の

地
域
包
括
ケ
ア
も
重
要
な
方

向
性
と
考
え
ま
す
。

本
年
度
、
認
知
症
に
関
連
し

て
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
認
知
症
を
来
す
疾
患
に
は

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

脳
血
管
性
認
知
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
つ
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
の
治
療
薬
と
し
て
知
ら

れ
る
ア
リ
セ
プ
ト
が
認
可
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

方
が
集
ま
っ
て
国
内
で
初
め
て

当
事
者
の
会
「
日
本
認
知
症
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
認
知
症
の
人
は

何
も
分
か
ら
な
い
、
何
も
で
き

な
い
、
そ
う
し
た
偏
見
を
な
く

し
て
い
こ
う
と
い
う
会
で
す
。

２
０
１
４
年

月
、
東
京
で
開

か
れ
た
認
知
症
国
際
会
議
で
、

会
の
共
同
代
表
の
一
人
、
鳥
取

市
の
藤
田
和
子
さ
ん
が
ス
ピ
ー

チ
さ
れ
ま
し
た
。

年
の
厚
生
労
働
省
の
報
告

で
は
認
知
症
患
者
は
４
６
２
万

人
い
ま
す
。
予
備
群
で
あ
る
軽

度
認
知
障
害
の
方
は
４
０
０
万

人
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

歳
以

上
で
は
７
人
に
１
人
が
認
知
症

に
な
る
と
い
わ
れ
、
予
備
群
対

策
は
急
務
で
す
。

私
は
、

年
か
ら
物
忘
れ
相

談
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
式
の
機
械
を
使
い
、
認

知
症
の
早
期
発
見
と
早
期
治

療
、
認
知
症
へ
の
進
展
予
防
に

力
を
入
れ
、
効
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
琴

浦
町
か
ら
始
ま
り
、
県
内
、
全

国
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

年
に
立
ち
上
げ
た
日
本
認

知
症
予
防
学
会
で
は
、
科
学
的

根
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ

い
た
予
防
活
動
を
実
践
し
、
普

及
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

年

に
認
知
症
予
防
専
門
士
の
制
度

を
設
け
、

年
に
第
１
号
の
専

門
士
１
２
７
人
が
誕
生
し
ま
し

た
。
認
定
認
知
症
領
域
検
査
技

師
と
共
に
人
材
の
育
成
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

学
会
の
会
員
は
約
１
千
人
に

達
し
、
多
職
種
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括

ケ
ア
は
、ま
さ
に
多
職
種
協
働
、

そ
し
て
地
域
連
携
が
重
要
な
鍵

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
地
域
密
着
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多
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種
連
携
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地
域
包
括
ケ
ア
の
具
体

的
な
実
践
を
小
田
先
生
に
お
願

い
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
医
療
は
広

域
型
、
病
院
施
設
完
結
型
で
し

た
。
街
の
真
ん
中
に
大
病
院
が

あ
り
、
そ
こ
で
最
期
を
看み

取
ら

れ
る
。
し
か
し
、
国
が
打
ち
出

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
急
性
期
を
脱
す
れ
ば
回
復

期
病
棟
へ
、
在
宅
へ
と
帰
す
地

域
密
着
型
で
、
在
宅
で
の
看
取

り
を
勧
め
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
を
進
め
る
に

は
、
地
元
の
支
援
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
昔
前

の
隣
近
所
の
助
け
合
い
の
社
会

を
活
性
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

真
誠
会
で
は
、医
療
、介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
の

全
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
専
門
職
同

士
の
顔
が
よ
く
見
え
ま
す
。
多

職
種
で
も
連
携
が
取
り
や
す
い

と
い
え
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
で
は
、

地
域
と
の
連
携
を
ど
う
つ
く
る

か
が
大
き
な
勝
負
ど
こ
ろ
で

す
。
住
民
の
主
体
的
な
力
が
加

わ
れ
ば
、
認
知
症
予
備
群
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
り
、
看
取
り

ま
で
も
っ
て
い
く
体
制
も
で
き

ま
す
。

介
護
、
福
祉
、
医
療
な

ど
、
多
職
種
で
連
携
が
取
れ
て

い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
の
先
生

な
ど
は
、
や
は
り
日
々
の
医
療

の
中
で
忙
し
い
。
メ
ー
ル
や
フ

ァ
ク
ス
の
利
用
な
ど
情
報
提
供

の
仕
方
を
考
え
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
足
元
の
看
護
職
で

連
携
を
密
に
し
て
い
か
な
い
と

全
体
に
広
が
ら
な
い
と
感
じ
て
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■
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合
い
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い
ま
す
。長

崎
の
あ
る
地
域
で

は
、
ド
ク
タ
ー
が
福
祉
職
の
方

を
交
え
て
定
期
的
に
勉
強
会
を

し
て
い
ま
す
。
終
わ
っ
た
後
に

は
、
必
ず
懇
親
会
を
す
る
。
日

本
的
で
す
が
、
顔
と
顔
が
見
え

る
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ど
う
築
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

特
に
中
山
間
地
域
は
、

高
齢
化
が
進
ん
で
限
界
集
落
が

間
近
で
す
。
町
の
病
院
か
施
設

に
行
く
し
か
な
く
、
人
口
減
少

に
輪
を
掛
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
中
山
間
地
域
に
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
独
居
の
人
を

支
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
訪
問
看

護
を
加
え
た
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

が
あ
れ
ば
、
地
域
を
離
れ
な
く

て
も
人
間
関
係
を
維
持
し
な
が

ら
ケ
ア
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

全
国
で
展
開
さ
れ
て
い

る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
あ
り
ま
す
。

学
校
に
保
健
室
が
あ
る

よ
う
に
、
ま
ち
に
も
保
健
室
が

あ
る
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、何
で
も
相
談
で
き
る
場
、

そ
れ
が
「
ま
ち
の
保
健
室
」
で

す
。
ま
ち
の
中
に
置
く
拠
点
型

や
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
お

声
が
掛
か
る
出
前
型
が
あ
り
ま

す
。
予
防
的
な
側
面
で
、
地
域

包
括
ケ
ア
の
一
端
を
担
え
る
と

思
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
た
め

の
工
夫
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

弓
浜
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
エ
リ
ア
の
米
子
市
和
田
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町
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
綿
作
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
「
認

知
症

は
い

徊か
い

見
守
り
模
擬
訓
練
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

元
の
方
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
、
協
働
の
気
持
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は

人
口
当
た
り
で
は
、
鳥
取
県
は

全
国
で
２
番
目
に
多
い
。
さ
ら

に
質
を
高
め
て
、
軽
度
認
知
障

害
の
方
を
早
く
見
つ
け
る
、
そ

う
い
う
支
援
も
あ
れ
ば
早
期
発

見
に
役
立
ち
ま
す
。
地
域
の
力

を
集
め
れ
ば
、
初
期
か
ら
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
至
る
サ
ポ
ー
ト
も
で

き
ま
す
。最

後
に
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

看
護
職
が
、
地
域
の
人

々
の
健
康
に
ど
れ
だ
け
関
心
を

向
け
ら
れ
る
か
。
そ
こ
に
地
域

の
ケ
ア
を
担
う
鍵
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。一

人
ひ
と
り
が
、
ど
う

生
き
て
い
く
か
。
そ
れ
を
実
践

し
て
い
く
先
に
地
域
包
括
ケ
ア

の
終
着
点
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
地
域
で
議
論
す
る
、
そ
の

時
が
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

真
誠
会
で
進
め
て
い
る

地
域
包
括
ケ
ア
が
一
つ
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

連
携
に
は
、
顔
の
見
え

る
関
係
が
重
要
で
す
。
鳥
取
県

も
先
進
県
で
す
が
、
点
と
点
が

結
ば
れ
、
連
携
の
線
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ご
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
か

ら
ま
ず
は
実
践
で
す
。
例
え
ば

地
域
で
名
前
を
呼
ん
で
あ
い
さ

つ
を
し
合
う
と
か
、
ち
ょ
っ
と

し
た
日
常
的
な
関
わ
り
で
連
携

の
基
盤
が
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
さ
あ
、
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
ょ
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
耳
を

傾
け
る
参
加
者
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